
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲

を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
八
七

告

示

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件
二
件

二
八
七

○
土
地
改
良
区
の
解
散
を
認
可
し
た
件
二
件

二
八
七

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
二
件

二
八
八

公

告

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件
五
件

二
八
九

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

二
九
一

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
件

二
九
一

福
島
県
人
事
委
員
会

○
県
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
九
二

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
九
二

規

則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
四
十
八
号

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
並
び
に
収
納
及
び
支
払
の
事
務
の
取
扱
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭

和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
株
式
会
社
東
邦
銀
行
会
津
下
郷
支
店
の
項
中
「
南
会
津
郡
下
郷
町
」
を
「
南
会
津
郡
南
会

津
町
」
に
改
め
、
同
表
株
式
会
社
東
邦
銀
行
川
口
支
店
の
項
中
「
大
沼
郡
金
山
町
」
を
「
河
沼
郡
会
津

坂
下
町
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
中
別
表
第
一
株
式
会
社
東
邦
銀
行
会
津
下
郷
支
店
の
項
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、

同
表
株
式
会
社
東
邦
銀
行
川
口
支
店
の
項
の
改
正
規
定
は
令
和
二
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
出
納
総
務
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
白
河
市

土
地
改
良
区
か
ら
令
和
二
年
五
月
十
二
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
月
二
十

五
日
認
可
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
西
会
津

町
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
二
年
五
月
十
五
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
月
二

十
五
日
認
可
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
郡
山

市
河
内
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
土
地
改
良
区
の
解
散
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日

認
可
し
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
越

町
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
土
地
改
良
区
の
解
散
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
五
月
二
十
五
日
認
可

し
た
。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

伊
達
市
霊
山
町
石
田
字
椚
前
五
四
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
伊
達
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
伊
達
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
島
市
佐
原
字
手
城
森
一
七
、
一
八
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
福
島
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

公

告

───────────────────────────────────────────────────────────
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公 告 第 １ ０ ７ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 総 合 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー

ク 保 守 点 検 業 務 の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公
共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以
下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第
274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 総 合 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 保 守 点 検 業 務 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 危 機 管 理 部 危 機 管 理 総 室 災 害 対 策 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
日 本 電 気 株 式 会 社 東 京 都 港 区 芝 五 丁 目 ７ 番 １ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
8 5 , 8 0 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 １ 号 該 当

（ 災 害 対 策 課 ）

公 告 第 １ ０ ８ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク シ

ス テ ム 保 守 運 用 管 理 業 務 の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、
地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372
号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17
号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 保 守 運 用 管 理 業 務 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 企 画 調 整 部 情 報 統 計 総 室 情 報 政 策 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
東 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 三 丁 目 19番 ２ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
46 2 , 0 0 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当

（ 情 報 政 策 課 ）

公 告 第 １ ０ ９ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク シ

ス テ ム ハ ウ ジ ン グ サ ー ビ ス の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の
で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令
第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則
第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ハ ウ ジ ン グ サ ー ビ ス 一 式

───────────────────────────────────────────────────────────
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地

福 島 県 企 画 調 整 部 情 報 統 計 総 室 情 報 政 策 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号
３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日
４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所

東 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 三 丁 目 19番 ２ 号
５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額

5 2 , 3 6 0 , 0 0 0円
６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続

随 意 契 約
７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由

特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当
（ 情 報 政 策 課 ）

公 告 第 １ １ ０ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 自 治 体 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

ク ラ ウ ド 保 守 運 用 業 務 の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、
地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372
号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17
号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 自 治 体 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ク ラ ウ ド 保 守 運 用 業 務 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 企 画 調 整 部 情 報 統 計 総 室 情 報 政 策 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
東 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 三 丁 目 19番 ２ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
19 6 , 1 3 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約

７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由
特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当

（ 情 報 政 策 課 ）

公 告 第 １ １ １ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る テ レ メ ー タ 保 守 点 検 業 務 （ 流 総

管 理 ） の 委 託 に つ い て 、 次 の と お り 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の
物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例
政 令 」 と い う 。 ） 第 12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の 11
第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る ｡

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 随 意 契 約 に 係 る 特 定 役 務 の 名 称 及 び 数 量
テ レ メ ー タ 保 守 点 検 業 務 （ 流 総 管 理 ） 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 土 木 部 土 木 総 室 土 木 総 務 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 随 意 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 日
令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日

４ 随 意 契 約 の 相 手 方 の 氏 名 及 び 住 所
富 士 通 株 式 会 社 神 奈 川 県 川 崎 市 中 原 区 上 小 田 中 四 丁 目 １ 番 １ 号

５ 随 意 契 約 に 係 る 契 約 金 額
5 3 , 9 0 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
随 意 契 約
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７ 随 意 契 約 と す る こ と と し た 理 由

特 例 政 令 第 11条 第 １ 項 第 ２ 号 該 当
（ 土 木 総 務 課 ）

公 告 第 １ １ ２ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 漁 業 調 査 指 導 船 建 造 0101

工 事 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務
の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第
12条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の 11第 １ 項 の 規 定 に よ り
公 告 す る 。

令 和 ２ 年 ６ 月 ２ 日
福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄

１ 落 札 に 係 る 工 事 の 件 名 及 び 数 量
福 島 県 漁 業 調 査 指 導 船 建 造 0101工 事 一 式

２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 と す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地
福 島 県 農 林 水 産 部 農 林 水 産 総 室 農 林 総 務 課 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16号

３ 落 札 者 を 決 定 し た 日
令 和 ２ 年 ３ 月 23日

４ 落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所
株 式 会 社 小 ● 船 舶 工 業 岩 手 県 釜 石 市 甲 子 町 第 ９ 地 割 248番 地 ３

５ 落 札 金 額
69 2 , 8 9 0 , 0 0 0円

６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
一 般 競 争 入 札

７ 特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日
令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日

（ 農 林 総 務 課 ）

公
告
第
百
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

岩
瀬
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

増
子

道
夫

須
賀
川
市
守
屋
字
町
一
八
番
地

同

善
方

春
夫

同

市
守
屋
字
里
五
四
番
地

同

矢
吹

一
男

同

市
守
屋
字
前
田
三
番
地
一

同

関
根

義
一

同

市
今
泉
字
梅
田
八
七
番
地

同

深
澤

昭
美

同

市
今
泉
字
町
内
三
一
一
番
地

同

矢
吹

正
則

同

市
今
泉
字
町
内
一
九
〇
番
地

同

野
崎

清
光

同

市
柱
田
字
下
山
一
四
番
地

同

國
分

忠

同

市
柱
田
字
弥
六
内
一
六
番
地

同

熊
田

利
英

同

市
柱
田
字
柿
ノ
木
田
一
番
地
一

同

橋
本

正
利

同

市
梅
田
字
西
畑
二
五
番
地

同

矢
部

邦
博

同

市
梅
田
字
岩
瀬
七
三
番
地

同

善
方

富
雄

同

市
滝
字
八
升
蒔
六
八
番
地

同

濵
尾

富
之

同

市
大
久
保
字
宿
一
三
七
番
地

同

相
楽

健
雄

同

市
大
久
保
字
虻
田
五
番
地
一

同

深
谷

勝
彦

同

市
大
久
保
字
下
滑
沢
一
七
七
番
地
三
〇

同

本
田

正
志

同

市
矢
沢
字
旗
門
場
四
七
番
地

同

森
合

茂
夫

同

市
矢
沢
字
木
曽
三
番
地
一

同

上
妻

清

同

市
北
横
田
字
杉
之
内
四
五
番
地

同

渡
邉

久
吉

同

市
畑
田
字
古
内
一
二
八
番
地

同

菅
井

忠
男

同

市
深
渡
戸
字
下
四
八
番
地

監
事

戸
島

久
勝

同

市
柱
田
字
中
地
九
番
地

同

矢
部

健

同

市
梅
田
字
岩
瀬
一
九
番
地

同

濱
尾

壽
明

同

市
大
久
保
字
北
ノ
内
一
八
二
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

渡
邉

栄
治

須
賀
川
市
守
屋
字
町
一
二
番
地

同

中
原

利
保

同

市
今
泉
字
町
内
三
三
八
番
地

同

吉
成

誠
德

同

市
柱
田
字
道
智
五
五
番
地

同

添
田

正
晴

同

市
柱
田
字
夕
界
四
八
番
地
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同

矢
部

健

同

市
梅
田
字
岩
瀬
一
九
番
地

同

安
藤

茂

同

市
大
久
保
字
宿
四
四
番
地

同

相
楽

健
雄

同

市
大
久
保
字
虻
田
五
番
地
一

同

森
合

茂
夫

同

市
矢
沢
字
木
曽
三
番
地
一

同

小
針

一
夫

同

市
畑
田
字
平
山
四
番
地

同

菅
井

忠
男

同

市
深
渡
戸
字
下
四
八
番
地

監
事

矢
吹

一
男

同

市
守
屋
字
前
田
三
番
地
一

同

本
田

正
志

同

市
矢
沢
字
旗
門
場
四
七
番
地

同

行
方

靖

同

市
栄
町
二
〇
二
番
地

（
農
村
計
画
課
)

福
島
県
人
事
委
員
会

県
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

県
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
副
所
長

部
長

環
境
放
射
線
セ
ン
タ
ー
所
長
」
を
「
所
長

副
所
長

部
長

環
境
放

射
線
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
、
「
学
院
長

副
学
院
長
」
を
「
学
院
長
」
に
、
「
課
長

庁
主
幹
」
を
「
課

長

室
長

庁
主
幹
」
に
、
「
学
校
教
育
課
長
」
を
「
学
校
教
育
課
長

主
任
管
理
主
事
」
に
、
「
特

「
美
術
館

別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
」
を
「
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

事
務
長
」
に
、

博
物
館

館
長

副
館
長

「
美
術
館

館
長

副
館
長

事
務
長

を

に
改
め
、
同
表
備
考
三
中
「
、
副
学

館
長

副
館
長
」

博
物
館

館
長

副
館
長

事
務
長
」

院
長
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総
務
審
査
課
）

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
六
月
二
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と

と
な
る
と
き
。
」
を
「
（
こ
れ
ら
の
期
間
の
初
日
の
属
す
る
月
又
は
そ
の
翌
月
に
復
職
し
、
又
は
職
務

に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
。
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
「
派
遣
等
と
な
つ
た
場

合
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「
、
休
職
に
さ
れ
、
専
従
許
可
を
受
け
、
外
国
機
関
等
派
遣
条
例
第
二

条
第
一
項
若
し
く
は
公
益
的
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
、
停
職
に
さ

れ
、
育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
自
己
啓
発
等
休

業
を
し
、
又
は
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る

こ
と
と
な
つ
た
と
き
」
を
「
派
遣
等
と
な
つ
た
場
合
」
に
、
「
）
は
」
を
「
）
に
は
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
規
定

は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
支
給
単
位
期
間
に
係
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
適
用
日
前
に
月
の
中
途
に
お
い
て
休
職
に
さ
れ
、
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規

則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
専
従
許
可
を
受
け
、
外
国
の
地
方
公
共

機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
福
島
県
条
例
第
八
号
）
第

二
条
第
一
項
若
し
く
は
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
福
島
県

条
例
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
、
停
職
に
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、

規
則
第
七
条
第
一
項
第
六
号
の
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
同
項
第
七
号
の
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
、

又
は
同
項
第
八
号
の
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
職
員
の
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
支
給
単

位
期
間
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
採
用
給
与
課
）


